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「.aspx」ファイルに含まれるデフォ

ルトのHTML要素は、サーバー側にお

いては単なる「平のテキスト」にすぎ

ません（図1）。つまり、通常のHTMLは

クライアントに送信されてはじめて、

文書の構成要素（Document Object）

として、意味をもつのであり、サーバー

上においては「<select>」も「<input>」

も単なる「やまだよしひろ」のような

文字列と、機能的にはなんら変わらな

いのです。

にもかかわらず、特集1の「Webアプ

リケーションのイベントドリブンを理

解する」のupload.aspxではページをロ

ードしたタイミングでコンボボックス

に値をセットしたり、ファイルフィー

ルドで指定されたパス名に直接アクセ

スしたりといった動作を、「サーバー側」

で当然のように行なっていたのです。

これは、ASP.NETで導入された「サ

ーバーコントロール」によってもたら
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図1：タグもサーバーではただのテキスト
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された新たな特性です。サーバーコン

トロールを用いることで、HTML要素

は「サーバー上で」意味ある対象（オ

ブジェクト）として扱うことができる

ようになります。

“意味ある対象で”とは、いささか

抽象的な表現かもしれませんが、つま

り、サーバー側から<div>なり<input>

なりといったさまざまなHTML要素が

単なる文字列ではなく、サーバー上で

制御することができるひとかたまりの

対象、つまりオブジェクトとして認識

されるということになります。

もっと言えば、対象のHTML要素上

で起こったイベント（テキストボック

スの中身が変更された、ボタンがクリ

ックされたというイベント、その際の

テキストボックスの値、クリックした

ボタンの種類などなど）をサーバーが

認識し、さらにはそれに基づいて、プ

ロパティを変更したり（テキストの色

を変えたり、画像を変更したり、など）、

あるいはメソッドを実行したり（デー

タを格納したり、配下のタグを検索し

たり、など）、といったことが可能にな

るのです。

従来のサーバーサイドプログラミン

グをご存知の方ならば、これがどんな

に革命的なことかおわかりになるでし

ょう（また、知らない方もおおよその

イメージを感じ取ってみてください）。

従来のWebプログラミングにおいて

は、クライアントサイドプログラミン

グとサーバーサイドプログラミングは

断絶した2つの対象でした。ブラウザ上

でコンボボックスが選択された、ボタ

ンがクリックされたといっても、それ

はクライアントだけの閉じた世界であ

り、もしもこうした情報をサーバー側に

伝えたいといった場合、フォームの

POST情報（<form method="POST">）

やクエリ情報（<form method="GET">

や「?～」）として明示的に送信するし

か方法はなかったのです。しかも、そ

こで伝達できるのは、フォーム情報な

らば、あくまで「<input value="～">」

で示された単なる文字列でしかありま

せん。たとえば、コンボボックスのテ

キストであるとか、アンカーのリンク

文字列であるとか、あるいは、チェッ

クボックスにおいてチェックが立って

いるかどうかという情報でさえ、サー

バーサイドからは完全にシャットアウ

トされていたのです（図2）。

しかし、「サーバーコントロール」を

利用することで、これらの情報をすべ

てサーバー側で認識することができる

ようになります。各要素の情報は、中

性的な「値」ではなく、それぞれに意

味をもった「特性」（まさにプロパティ）

として得ることができるのです。また、

ASP.NETはこれらサーバーコントロー

ルに対して、あたかもサーバー上にあ

るものとして「操作」することができ

ます（これがメソッドです）。

ページ上の対象をオブジェクトとし

て、常にその上でのアクションをトレ

ースする必要のあるイベントドリブン

プログラミングにおいては、サーバー

コントロールはいわば必須のアイテム

であるといえます。

しかし、だからといって、サーバー

コントロールがこれまでとまったく断

絶した新しい概念であると恐れる必要

はありません。

実際のところ、サーバーコントロー

ルの配置は、VS.NET上、なんら難し

いものではありません。ただ、ツールボ

ックスからこれまでの見慣れた［Text

Box］であるとか［Table］であるとい

った部品を、フォームデザイン上にド

ラッグ＆ドロップするだけです。見か
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